
③テーマに合わせて形成したチーム活動
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演題名 病院SNSにおける定期的な投稿数の確保～はじまりの章～

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

病院のSNS(アメブロ・インスタ)の投稿数がなかなか増えない。何とかしたい。
もっと西伊豆健育会病院の知名度や取組を広くPRして新たな広報活動を展開したい。と課題を頂きました。
そこで、実際に調べてみると、職員への知名度も低く、投稿の決まりもなく、誰かがやるだろという感じでし
た。SNSの効果は絶大であり、とりあえずやってみようと立ち上がりました。やるなら楽しく進めたい。

分類

活動回数 1

リーダー名
（職種）

回

活動期間 2025年3月　～　6月

⑥その他

②支援部門

森井　真実

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

（指   標）　SNSの投稿数

（目標値）　◆アメブロ：（週3件）月12件　/　◆インスタ：（週4件）月16件

投稿者を広げる為、募集案内と、現状把握データを各部署に説明。
職員に向けて、苦手な人向け資料作成し職員に配布し、QRコードのポスターを各部署に配布・掲示。
メンバー把握し、アメブロとインスタのチーム分けをした。１か月の投稿予定表を作成。チーム勉強会も行っ
た。
投稿時注意点マニュアルを作成、投稿確認方法も決めて共有した。
チーム名を決めて、ラインワークスでグループを作成し気軽に話しあった。

（実施前）　3ヵ月平均　　　 ◆アメブロ：週1.9件　月7.6件　　◆インスタ：週0.43件　月1.7件

（実施後）　6/1-14(2週間) ◆アメブロ：８件→月にすると16件　◆インスタ：14件→月にすると28件

標準化：管理画面から投稿件数、実施状況などを毎月確認してチームで共有
教育：新しいメンバーや希望者に、分かりやすく説明していきます
維持管理：投稿者を増やすため、３ヵ月ごとに各部署へ工夫をこらし働きかけをします
チームワーク向上：半年に１回は、食事会を開きたい

須田　勝太

②複数の職場が連携した活動

取り組種別 課題達成型

森井　真実　（健診事務）

近持　季英 健診事務

外岡　肇 総務

須田　渚 理学療法士

健診事務

MSW山本　多見子

神田　純子 MSW

クラーク

チーム名 Heart Line

ふりがな                       もりい　   まみ

発表者(職種) 森井　真実　（健診事務）

ふりがな はーと　らいん

西伊豆健育会病院施設名



現状把握

かなり

少ない！
(*_*)

攻め所の選定

目標設定 攻め所を話し合い、これからやるぞ！というところで目標値が見つからない、想

像もつかない。投稿数が増えるのは確実である。そこでAIに聞いてみた。

メンバーと話し合い、目標が高すぎると仕事の負担になり継続できな

いので、AIの回答は一般的に説得力があると判断しました。

職員の年齢層の高さにびっくりです。 また、半数近くが当院のSNSを知りませんでした。

活動計画書の作成

ギャップシートをもちいて、ありたい姿から攻め所候補を抽出しました。



方策の立案

今のチームメンバーで、普段からSNSを使っているのは４名中

１名、他の３名は見てはいるが投稿に関しては無に等しい。やる気は

あるが、不安はいなめない。投稿者を増やすのが最優先と考えた。

攻め所ごとに、リーダーを決めて役割分担をしました。

成功のシナリオの追求と実施

メンバー４名から７名になり、５部署に広がった。



効果の確認

ストーリーごとの反省・今後の課題

【有形効果・無形効果】

【有形効果・無形効果】目標達成です！！

標準化と管理の定着


